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低コスト作業路網作設研修会を開催

 ２０１１年は国際森林年です 

四国森林管理局では、低コストで壊れにくい作業路作設の普及・定着を図るため、林業事業体

の職員（重機オペレーター）等を対象に研修会を実施しました。【詳細は２ページに掲載】 

講師による実演指導 

路肩の確認 実地研修の様子 
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国
有
林
野
等
所
在
 

市
町
村
長
連
絡
 

協
議
会
を
開
催
 

 
 〈
企
画
調
整
室
〉 

会議の様子 

一
一
月
一
〇
日
、
四
国
森
林

管
理
局
に
お
い
て
「
四
国
国
有

林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協

議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

本
協
議
会
は
、
地
域
社
会
と

国
有
林
野
事
業
の
連
携
強
化
を

図
り
、
地
域
産
業
の
振
興
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
年
に
一
度
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。
会
議
に
は

管
内
七
署
（
所
）
の
有
志
協
議

会
（
国
有
林
が
所
在
す
る
市
町

村
で
構
成
す
る
署
毎
の
協
議

会
）
の
代
表
世
話
人
で
あ
る
市

町
村
長
、
宮
原
局
長
を
は
じ
め

と
す
る
局
幹
部
、
林
野
庁
か
ら

鈴
木
経
営
企
画
課
長
、
池
渕
木

材
利
用
課
長
が
出
席
し
、
協
議

会
会
長
で
あ
る
上
治
馬
路
村
長

の
議
事
進
行
に
よ
り
、「
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。 

代
表
世
話
人
か
ら
は
、
各

有
志
協
議
会
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、 

○ 

森
林
整
備
に
お
い
て
、
切
捨

間
伐
か
ら
利
用
間
伐
へ
の

切
り
替
え
は
必
要
と
考
え

る
が
、
切
り
替
え
る
だ
け
で

な
く
雇
用
が
増
加
す
る
方

策
と
し
て
欲
し
い
。 

○ 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
野
生

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
増
加

し
て
お
り
、
国
有
林
で
も
実

施
で
き
る
獣
害
対
策
、
あ
る

い
は
共
同
で
実
施
で
き
る

対
策
を
積
極
的
に
お
願
い

し
た
い
。 

○ 

公
共
施
設
の
木
造
化
に
つ

い
て
、
学
校
に
お
け
る
倉
庫

や
外
構
な
ど
、
小
規
模
な
建

物
に
つ
い
て
も
「
公
共
建
築

物
木
材
利
用
促
進
法
」
に
よ

る
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。 

○ 

林
業
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ

い
て
は
、
川
上
は
も
う
限
界

に
来
て
い
る
。
木
材
価
格
下

落
の
し
わ
寄
せ
は
全
て
上

流
側
に
来
て
お
り
、
こ
れ
で

は
儲
か
る
林
業
、
魅
力
あ
る

職
業
に
な
ら
な
い
。 

○ 

ド
イ
ツ
並
み
の
路
網
整
備

は
四
国
の
よ
う
な
急
峻
な

地
形
で
は
難
し
い
の
で
、
地

方
ご
と
に
配
慮
し
た
プ
ラ

ン
づ
く
り
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。 

な
ど
の
意
見
・
提
言
が
あ
り
、

熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
四
国
森
林
管
理
局
と
し

て
も
、
こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま

え
つ
つ
、
昨
年
か
ら
政
府
で
検

討
が
行
わ
れ
て
き
た
、
我
が
国

の
森
林
・
林
業
を
再
生
し
、
木

材
自
給
率
五
〇
％
を
目
指
す

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」

に
沿
っ
て
、｢
国
民
の
森
林
」
と

し
て
相
応
し
い
国
有
林
の
管
理

経
営
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
、

今
後
と
も
民
国
の
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

 
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
を

組
み
合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
で
効

率
的
な
間
伐
作
業
が
推
進
さ
れ

て
い
る
中
、
本
作
業
に
対
応
し

た
作
業
路
の
整
備
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
四
国
森
林

管
理
局
で
は
、
管
内
各
署(

所
）

と
共
同
で
低
コ
ス
ト
で
壊
れ
に

く
い
作
業
路
作
設
の
普
及
・
定

着
を
図
る
た
め
、
林
業
事
業
体

の
職
員
（
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）

等
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 

研
修
会
に
は
、
延
べ
六
三
事

業
体
、
六
自
治
体
、
一
独
立
行

政
法
人
か
ら
一
八
六
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

研
修
会
は
、
地
域
の
条
件
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
研
修
を
実

施
す
る
た
め
、
管
内
を
徳
島
・

香
川
、
愛
媛
、
四
万
十
、
嶺
北
、

高
知
中
部
、
安
芸
の
六
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

講
師
は
、
林
野
庁
主
催
の
路

網
研
修
会
等
で
優
秀
な
成
績
を

修
め
ら
れ
た(

株)

高
知
官
材
の

門
脇
清
慶
さ
ん
、
四
国
林
産

(

株)

門
脇
正
文
さ
ん
、(

株)

あ
す

な
ろ
四
国
支
社
の
松
浦
幸
一
さ

ん
、(

株)

高
知
林
業
の
小
野
川

高
史
さ
ん
に
依
頼
し
ま
し
た
。 

  

当
日
は
、
作
業
路
作
設
の
基

礎
技
術
で
あ
る
地
山
の
掘
削
と

切
り
取
っ
た
土
砂
の
盛
土
に
関

す
る
説
明
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
講
師
に
よ
る
実
演
に
よ
り
、

盛
土
基
礎
部
の
締
め
固
め
、
表

土
の
は
ぎ
取
り
方
、
盛
土
の
仕

低
コ
ス
ト
で
 

壊
れ
に
く
い
作
業
路
の
 

作
設
の
定
着
を
！
 

〈
局
販
売
課
〉
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作業路の作設実習を行う参加者 

『
高
知
も
く
も
く
 

ラ
ン
ド
』
開
催
 

〈
指
導
普
及
課
〉

方
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
に
よ
る
転
圧

方
法
な
ど
作
業
ポ
イ
ン
ト
毎
に

分
け
て
、
具
体
的
に
、
わ
か
り

や
す
く
実
演
指
導
し
、
そ
の
後
、

数
名
の
参
加
者
に
実
際
に
バ
ッ

ク
ホ
ウ
を
運
転
し
て
、
実
習
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
午
後
の
意
見
交
換

会
で
は
、「
低
コ
ス
ト
で
壊
れ
に

く
い
作
業
路
作
設
の
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
各
林
業
事
業
体

が
作
設
に
当
た
り
留
意
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。「
壊
れ
に
く
い
道

づ
く
り
」
に
つ
い
て
、『
盛
土
の

細
か
な
転
圧
』
、
『
路
体
全
体
の

掘
削
・
転
圧
』
、
『
細
か
な
排
水

処
理
等
』
に
つ
い
て
留
意
し
て

い
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
低
コ
ス
ト
な
道
づ
く

り
」
に
つ
い
て
、
踏
査
や
簡
易

測
量
に
よ
る
線
形
調
査
を
重
視

し
、
通
過
す
る
ポ
イ
ン
ト
、
通

過
し
て
は
い
け
な
い
ポ
イ
ン
ト
、

丸
太
組
工
等
の
構
造
物
の
作
設

を
必
要
最
小
限
に
す
る
な
ど
、

線
形
の
確
定
に
つ
い
て
各
事
業

体
が
創
意
工
夫
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
各

事
業
体
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

方
々
に
は
、
日
頃
の
作
業
路
作

設
で
培
わ
れ
た
技
術
に
加
え
て
、

作
業
路
作
設
の
理
論
も
習
得
し
、

よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
作
業
路
を

作
設
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

森
林
管
理
署
職
員
に
は
、
路
網

作
設
の
技
術
や
理
論
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
今
後
、
さ
ら
に

的
確
な
監
督
業
務
を
行
い
、
低

コ
ス
ト
で
壊
れ
に
く
い
作
業
路

作
設
の
促
進
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 

高
知
県
大
豊
町
の
南
小
川
地

区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
地
に

お
い
て
、
一
〇
月
一
三
日
に
大

学
教
授
等
の
委
員
と
行
政
側
の

委
員
を
交
え
、
沖
（
下
）
地
す

べ
り
対
策
の
現
地
検
討
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

沖
（
下
）
地
す
べ
り
地
は
、

斜
面
長
、
幅
と
も
五
〇
〇
㍍
以

上
、
面
積
約
二
五
㌶
の
地
す
べ

り
で
、
地
す
べ
り
地
内
に
は
民

家
、
国
道
等
の
重
要
な
保
全
対

象
が
含
ま
れ
て
お
り
、
地
元
住

民
か
ら
も
早
急
な
対
策
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。 

 

検
討
委
員
会
は
専
門
家
等
の

幅
広
い
意
見
を
集
約
し
て
、
今

後
の
対
策
方
針
を
定
め
事
業
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
現
地
で
地
す
べ
り
地
内
の

ク
ラ
ッ
ク
や
施
設
の
被
害
状
況

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
現
地

検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
た
討
議

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
地
下
水
排
除
工

に
よ
り
地
す
べ
り
活
動
を
抑
制

し
、
目
標
安
全
率
を
確
保
し
て

い
く
方
針
で
意
見
集
約
さ
れ
ま

し
た
。 

 

【
検
討
委
員
会
の
構
成
】 

『
座
長
』 

 

土
屋 

智
（
静
岡
大
学
農
学
部

教
授
） 

末
峰 

章
（
京
都
大
学
防
災
研

究
所
准
教
授
） 

落
合 

博
貴
（
森
林
総
合
研
究

所
水
土
保
全
研
究
領
域
長
） 

 

森 

健
太
郎
（
高
知
県
林
業
振

興
・
環
境
部
治
山
林
道
課
長
） 

坂
田 

幹
人
（
四
国
森
林
管
理

局
森
林
整
備
部
長
） 

石
黒
美
津
雄
（
四
国
森
林
管
理

局
嶺
北
森
林
管
理
署
長
） 

澤
田 

茂
隆
（
四
国
森
林
管
理

局
治
山
課
長
） 

  

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
家
族
に
優

し
い
ハ
ウ
ス
ラ
イ
フ
」
と
銘
打
っ

て
、
「
第
六
回
高
知
も
く
も
く
ラ

ン
ド
２
０
１
０
秋
ま
つ
り
」
が
、

高
知
県
及
び
高
知
県
木
材
普
及

推
進
協
会
の
主
催
で
高
知
市
仁

井
田
の
高
知
木
材
セ
ン
タ
ー
で

一
一
月
一
三
日
、
一
四
日
の
二
日

間
に
渡
り
開
催
さ
れ
、
期
間
中
一

万
五
千
人
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。 

 

こ
の
催
し
は
、
高
知
県
産
材
の

普
及
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
木
造

南
小
川
地
区
沖
（
下
）
 

地
す
べ
り
対
策
現
地
 

 
検
討
委
員
会
を
開
催

 
〈
治
山
課
〉

地すべり検討委員会 
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住
宅
の
設
計
者
、
工
務
店
、
木

材
店
、
太
陽
光
発
電
や
エ
コ
製

品
な
ど
を
扱
う
様
々
な
六
〇

業
種
の
企
業
等
が
出
展
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
、

住
宅
相
談
、
地
震
対
策
、
リ
フ

ォ
ー
ム
相
談
な
ど
、
木
材
を
使

っ
た
建
築
に
関
す
る
総
合
的

な
相
談
会
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

今
年
は
、
高
性
能
林
業
機
械

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

作
業
な
ど
林
業
の
Ｐ
Ｒ
も
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
局
の
木
材
の
良
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
、
昨
年

大
人
気
の
、
間
伐
材
の
板
を
糸

ノ
コ
で
く
り
抜
い
た
「
ク
リ
ス

マ
ス
壁
飾
り
」
に
「
正
月
の
門

松
飾
り
」
を
加
え
た
木
工
教
室

は
今
年
も
オ
ー
プ
ン
前
か
ら

親
子
連
れ
の
行
列
が
夕
方
ま

で
続
き
、
用
意
し
て
い
た
材
料

の
板
が
底
を
つ
く
ほ
ど
の
四

百
名
を
越
え
る
来
場
が
あ
り
、

二
日
間
と
も
大
忙
し
で
う
れ

し
い
悲
鳴
で
し
た
。 

 

会
場
内
で
は
、
木
造
住
宅
の

軸
組
の
模
型
の
展
示
や
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
子
供
さ

ん
も
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も

多
く
出
展
さ
れ
、
住
宅
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
や
オ
ー
ル
電
化
住
宅

な
ど
増
改
築
に
関
す
る
講
演

な
ど
が
開
催
さ
れ
大
盛
況
の

中
、
二
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
終

え
ま
し
た
。 

 

一
一
月
一
四
日
、
高
知
県
本

山
町
及
び
土
佐
町
内
に
お
い
て
、

地
域
材
を
使
用
し
た
木
造
建
築

や
木
造
住
宅
に
関
心
の
あ
る
方

を
対
象
と
し
た
「
地
域
材
発
見

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
再
生
産
可

能
な
資
源
で
あ
る
木
材
を
、
住

宅
や
家
具
等
に
利
用
し
て
い
く

こ
と
は
、
森
林
の
適
切
な
整
備

に
つ
な
が
り
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、
木

材
利
用
の
理
解
の
促
進
を
図
る

取
組
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。 

 

ツ
ア
ー
に
は
、
中
高
年
を
中

心
と
し
た
一
般
参
加
者
一
一
名

と
、
七
月
か
ら
行
っ
て
い
る
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
入
門
講

座
の
最
終
回
（
第
三
回
目
）
の

木
材
利
用
受
講
者
六
名
の
計
一

七
名
の
参
加
が
あ
り
、
嶺
北
木

材
協
同
組
合
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
嶺
北
地
域
で
生
産
さ
れ
た

木
材
が
住
宅
建
築
に
至
る
ま
で

の
シ
ス
テ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
見
学
し
た
嶺
北
木

材
市
場
で
は
、
森
林
か
ら
生
産

さ
れ
た
木
材
が
ど
の
よ
う
に
分

別
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ス
ギ
の

強
度
や
丸
太
一
本
の
値
段
、
一

本
ご
と
の
性
質
の
違
い
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
強
度
実
験
結
果
か
ら
、

嶺
北
ス
ギ
の
強
度
が
他
の
樹
種

よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心

す
る
と
と
も
に
、
丸
太
一
本
の

値
段
の
安
さ
に
非
常
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
製
材
工
場
と
プ
レ
カ

ッ
ト
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
日
頃
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
施
設
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
製

材
工
場
で
は
、
「
木
も
く
良
心

市
」（
製
材
工
場
で
生
産
さ
れ
た

余
っ
た
端
材
を
販
売
し
て
い

る
）
を
見
学
し
た
際
、
市
価
の

三
割
程
度
で
購
入
で
き
る
た
め

驚
い
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
建
築
中
の
住
宅
（
れ

い
ほ
く
ス
ケ
ル
ト
ン
）
を
見
学

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
原
木

か
ら
製
材
工
場
、
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
を
経
て
、
実
際
に
建
築
さ

れ
て
い
る
嶺
北
ス
ギ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
住
宅
に
触
れ
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
た
よ

う
で
し
た
。
特
に
、
建
築
費
用

は
ど
れ
位
か
か
る
か
な
ど
、
建

築
に
向
け
具
体
的
な
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
感
想
と
し
て
、「
森

林
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
が
、

ど
の
よ
う
に
加
工
さ
れ
使
わ
れ

て
い
る
の
か
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

原
木
か
ら
住
宅
建
築
ま
で
を
巡
る

〜
地
域
材
発
見
ツ
ア
ー
及
び
 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 

入
門
講
座
（
最
終
回
）
〜

〈
指
導
普
及
課
〉
 

住宅(れいほくスケルトン)説明の様子 

開会式 
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一
一
月
二
一
日
、
高
知
県
土

佐
市
立
高
岡
第
二
小
学
校
に
お

い
て
、
木
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ

遊
び
及
び
木
工
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
山
の
手
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
か
ら
校

区
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
六
回
山
の

手
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
の
体

験
学
習
コ
ー
ナ
ー
の
一
つ
と
し

て
四
国
森
林
管
理
局
に
木
を
使

っ
た
お
も
ち
ゃ
遊
び
及
び
木
工

教
室
の
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
で

す
。 

  

当
日
は
、
木
製
の
け
ん
玉
な

ど
十
種
類
の
ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ア

す
る
と
木
工
教
室
に
参
加
で
き

る
こ
と
と
し
、
児
童
約
七
〇
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

な
か
に
は
、
ゲ
ー
ム
に
三
回

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
児
童
も
あ
り

大
盛
況
で
し
た
。 

 

ま
た
、
木
製
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う

射
的
大
会
を
四
回
開
催
し
約
五

〇
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
児
童

に
対
し
て
木
の
良
さ
を
体
験
し

て
も
ら
う
も
の
で
あ
り
、
国
有

林
野
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
ま

し
た
。 

一
一
月
一
二
日
、
高
知
県
南

国
市
立
鳶
ケ
池
中
学
校
一
年
生

五
九
名
が
、
中
学
校
が
所
有
す

る
学
校
林
で
、
森
林
の
働
き
等

を
学
習
し
ま
し
た
。 

 

同
校
の
生
徒
は
、
三
年
間
で

学
校
林
の
歴
史
、
森
づ
く
り
を

学
び
、
学
校
林
の
整
備
を
体
験

し
ま
す
。 

 

今
回
は
、
一
年
生
が
「
学
校

林
の
歴
史
」「
森
林
の
働
き
」「
森

で
遊
ぶ
」
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

授
業
は
、
ま
ず
、
同
校
の
先

輩
か
ら
「
学
校
林
の
歴
史
」
を

学
び
、
次
に
四
国
森
林
管
理
局

が
、「
森
の
働
き
」
に
つ
い
て
水

の
浸
透
実
験
装
置
を
使
っ
た
実

験
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

生
徒
達
は
、
森
林
に
よ
る
水

の
浄
化
作
用
と
、
保
水
能
力
を

実
験
装
置
に
よ
り
視
覚
で
体
験

で
き
、
そ
の
仕
組
み
が
よ
り
理

解
で
き
た
よ
う
で
し
た
。 

 

最
後
は
、
学
校
林
の
立
派
に

育
っ
た
樹
齢
五
〇
年
以
上
の
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
に
登
る
体
験
（
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
を
と
お

し
て
、
木
や
自
然
に
親
し
み
ま

し
た
。
最
初
は
、
尻
込
み
す
る

生
徒
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
慣

れ
る
と
順
番
待
ち
の
行
列
が
出

来
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
三
年
生
に
な
る
と
、

清
純
寮
（
学
校
林
寄
宿
舎
）
で

一
泊
し
て
下
刈
作
業
等
を
実
施

す
る
体
験
林
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。 

 

同
校
で
は
、
学
校
林
を
基
盤

と
し
て
、
森
と
触
れ
あ
い
、
木

を
使
い
、
森
を
さ
さ
え
、
森
と

暮
ら
す
と
い
う
、
ま
さ
し
く
美

し
い
森
づ
く
り
の
精
神
を
実
践

し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
に
当
局
と
し
て
も
積
極

的
に
協
力
し
て
行
き
た
い
と
考

え
ま
す
。 

一
一
月
九
日
、
横
浜
市
の
神
奈

川
学
園
高
校
二
年
生
三
六
名
が
、

今
年
で
一
〇
年
目
と
な
る
四
万

十
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
、
四

万
十
川
の
支
流
、
黒
尊
川
源
流
域

の
「
八
面
山
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

し
て
、
森
と
川
の
関
係
、
自
然
や

環
境
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。 

 

当
日
は
、
あ
ら
れ
が
降
る
寒
い

中
で
の
森
林
教
室
と
な
り
ま
し

た
が
、
生
徒
達
は
、
職
員
が
歩
道

沿
い
の
樹
木
の
特
徴
や
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
食
害
な
ど
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ

た
り
、
デ
ジ
カ
メ
に
収
め
て
い
ま

し
た
。 

 

午
後
は
、
民
有
林
に
移
動
し
て

間
伐
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
初
に
、

当
所
職
員
が
安
全
作
業
と
間
伐

木
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
 

遊
び
及
び
木
工
教
室
 

〈
指
導
普
及
課
〉

鳶
ケ
池

と

び

が

い

け

中
学
校
一
年
生
 

我
校
の
学
校
林
に
 

つ
い
て
学
ぶ
 

〈
指
導
普
及
課
〉

ゴムてっぽう射的大会の様子 

水の実験の様子 

各
地
の
た
よ
り

神
奈
川
の
女
子
高
校
生
が
 

黒
尊
川
流
域
で
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
 

 
 
〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

や
つ
づ
ら
や
ま 




